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研究の蓄積が緒に就いたばかりである[片桐 1995, 大畑他 2004, 曽良中他 2004, 帯刀・北











1995;2003, Alvarez, Dagnino & Escoba 1998, Avritzer 2002;2009, Avritzer eds.2004]。こ
のような近年のブラジルで普及する参加型行政は、社会運動理論の政治的機会構造論の視
































União dos Movimentos de Moradia）」、また社会構造としては、ブラジルで近年普及する
参加型行政を研究対象とする。住宅運動に焦点を当てる理由は、住居をめぐる問題が、筆
者が関心を寄せる都市に在住する貧困層の生存や生活の様態を大きく左右するとともに、
                                                   
2 本論で「サンパウロ」と表する場合、行政区分よりも都市としてのサンパウロに着目すること
から、基本的に「サンパウロ大都市圏（Região Metropolitana de São Paulo）」を示す。サンパ
ウロ大都市圏とは、サンパウロ市を含む隣接の 39 市から構成され、都市化に起因する問題に効














ので、参加型行政のひとつであるサンパウロ市の「住宅審議会（Conselho Municipal de 
Habitação）」や貧困高齢者向けの住宅政策「高齢者の町（Vila dos Idosos）」プロジェクト
に焦点を当てる。その際、理論的に批判的社会老年学（critical social gerontology）を基盤




















                                                   
3 これらの調査研究は、筆者が所属する日本貿易振興機構アジア経済研究所の研究プロジェクト
として実施したものである。 





























































か、その様態や要因が議論されてきた[Rodgers, Gore & Figueredo eds. 1995, Gaventa 





































第 4 章から第 6 章までの 3 つの章は、前述したように本論の主要な調査研究の部分を成
す。第 4 章では、エンパワメントという理論的な分析アプローチを用いて、第 3 章で論じ
たムチランとともに、住民組織を活用する住宅政策「シンガポール･プロジェクト（Projeto 













第 1 章 




















治的機会構造論などについて説明する[大畑他 2004, 片桐 1995, クロスリー2009, 曽良中









究に含めるものが多い [大畑他 2004]。この時代の社会運動は、Wallerstein [1974]の「世










































































































い[曽良中他 2004:237]。これらの問題に対して McAdam らは、政治的機会構造論で適用
される機会、対象範囲とする正規または非正規の制度やシステムなどの次元（dimensions）、
従属変数を特定化し、分析アプローチとしての精緻化を行っている[McAdam, McCarthy 














いて以下にまとめる[Ammann 1991, Gohn 1997, Eckstein 2001, Stahler-Sholk, Vanden 



























































第 3 章で詳説するムチランは、1980 年代に活動を活発化した住宅運動団体を活用する参
加型の住宅政策で、このような住宅運動団体の中にサンパウロ大都市圏を中心に活動を行っ






内の技術支援団体（第 3 章で説明）および海外の NGO など7からの人的および資金面での
援助により支えられている。ムチランを開始したエルンジーナ（Luiza Erundina）政権（1989
～92 年）から 2002 年までに 100 以上のプロジェクト契約が締結されているが8、UMM は
サンパウロ市のムチラン実施において重要な役割を果たしている [Ronconi 1995:86, 
MSTL1 2001, UMM n.d.;2003;2006, UMMSP 2003]9。 
 
                                                   
5 以下、住宅運動連盟を基本的に UMM と表する。 
6 傘下の加盟住民組織はそれぞれの会員数に見合った額（後述する最低賃金の 25～75％）を月々
住宅運動同盟に会費として納めることになっている。 
7 UMM は、国内の技術支援団体「Ambiente Arquitetura」、「USINA」、「Brasil Habitat」、
「Peabiru」、スイスの NGO「E-CHANGER」、スウェーデンの NGO「We Effect」、ドイツのカ
トリック教会系 NGO「Misereor」などから支援を受けている。 
8 2002 年 9 月に入手した、サンパウロ市政府の住宅･都市開発局（SEHAB）局長秘書（当時）
カエターノ（Anaclaudia Centeno）氏作成データによると、エルンジーナ市政時にプロジェク
ト契約を締結した住民組織は 95 であり、その後、ピッタ市政時（1997～2000 年）に 12 の契約
が新たに締結された。ただし、エルンジーナ市政時の契約数は文献により異なる。 
9 本節全体の記述はこれらの文献のほか、参考文献中の UMM と UNMP のホームページに加え、
2005 年 9 月 11 日に UMM 代表の一人であるドニゼッチ氏（Donizete F. de Oliveira）に行った





（写真 1.2.A）首都ブラジリアでデモ行進を行う UMM。 





















 「全国大衆住宅連盟（União Nacional por Moradia Popular、以下 UNMP）」は、州レベ
ルのUMMの活動を全国レベルへと拡大させるかたちで 1989年に結成された住宅運動団体
である。2013 年 8 月時点において、ブラジル全国 27 州10のうち 20 の州に UNMP に加盟す
る住宅運動団体がある。UNMP のような全国レベルの住宅運動団体は、他にも「全国住民
協会連合（CONAM：Confederação Nacional de Associações de Moradores）」や「全国住



























ASTL1 ASTL2 ATSTZN MMS 他 28 組織 


















また UNMP は、これら 2 つの住宅運動団体や後述する「民衆運動本部（CMP：Central de 
Movimentos Populares）」をはじめ、様々な NGO や専門家が参加し、広範な都市問題など
について協議する「全国都市改革フォーラム（FNRU：Fórum Nacional de Reforma 
Urbana）」とも相互加盟関係にある。さらに UNMP は国際レベルにおいて、「ラテンアメ
リカ大衆住宅局（SELVIP：Secretaria Latino Americana de Vivienda Popular）」や「ラテ




 前述の UMM は、正式名が「サンパウロ住宅運動連盟（UMMSP：União dos Movimentos 
de Moradia da Grande São Paulo e Interior）」であり11。サンパウロ大都市圏を中心に州内
を統括する住宅運動団体として 1987 年に発足した。2013 年 8 月時点において、UMM には
州内 33 の地域を代表する住宅運動団体、およびこれら地域の団体に所属する下部団体を加
え、約 350 もの団体が加盟している。UMM は、主に平均家計月収が最低賃金12の 0～3 倍
で劣悪な居住環境にある住民を対象に活動を行っており、約 50 万人が参加しているとされ
る。 
UMM は、全国組織である UNMP の母体となった団体で、両団体は同じ事務所を共有し、
両団体とも頭言葉の「ユニオン（União）」として称されることが多い。また、特定のリー




る。また UMM は国際レベルにおいて、UNMP が加盟している社会運動団体に加え、「ラテ




 「サンパウロ南東部住民運動協会（Associações dos Movimentos de Moradia da Região 
                                                   




半までは約 U$80 が平均的数値だったが、2011 年以降は U$300 を超えている。 
 17 
 
Sudeste、以下 AMMRS）」は、UMM 傘下にある 33 地域を代表する住宅運動団体のひとつ
であり、1988 年に発足した。サンパウロ市の南東部を管轄する住宅運動団体で、後述する




 「ヴィラ・リヴィエロ住宅運動（Movimentos de Moradia de Vila Liviero、以下 MMVL）」
























 このような住民組織のひとつに「ジャルヂン・セレスチⅠ協会（Associação de Construção 
















レベルのものが 1980 年代後半から 1990 年代のはじめ、プロジェクト･レベルの住民組織は
大半が参加型住宅政策のムチランが実施され始めた 1990 年代以降である。したがって、図









民衆運動本部の正式な発足は 1993 年だが、1980 年に設立された前身団体「全国民衆・労
働組合運動連合（ANAMPOS：Articulação Nacional dos Movimentos Populares e Sindical）」
の活動を引き継いでおり、ブラジルの社会運動の草分け的存在といえる。当初、同運動連合
は労組運動も含んだ社会運動団体だったが、1983 年に労組団体として「労働者統一本部















る「土地なし農民運動（MST：Movimento dos Trabalhadores Sem Terra）」や「ホームレ





加者たち。民衆運動本部と UMM はメンバーが重複することが多い。 
（2005 年 9 月 UMM 提供） 
 
                                                   
13 この文献のほか、2005 年 8 月 28 日に筆者が実施した民衆運動本部代表の一人であるベネヂ
ット（Benedito R. Barbosa）氏へのインタビュー調査に基づいている。 
 20 
 
 ブラジルでは社会政策重視を掲げるルーラ（Luiz Inácio Lula da Silva）政権が発足した
2003 年に、都市における住宅や土地、保健衛生、交通などの改善を目的に、「都市省
（Ministério das Cidades）」が新たに創設された。サンパウロ市でも後述するように、住宅

























































表 1.3.1. 労働者党の獲得議員数の推移：1982～2006 年 
直近選挙
定数1)
1982 1986 1988 1989 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006
大統領 1 - - - 0 - - 0 - 0 - 1 - 1
上院議員2) 81 0 0 - - 1 - 4 - 3 - 10 - 2
連邦下院議員 513 8 16 - - 35 - 50 - 59 - 91 - 83
州知事 27 0 0 - - 0 - 2 - 3 - 3 - 5
州下院議員 1059 12 40 - - 81 - 92 - 90 - 147 - 126
市長 5562 2 - 38 - - 54 - 110 - 187 - 411 -
市議会議員 51842 118 - 900 - - 1,100 - 1,895 - 2,485 - 3,679 -
（出所）1982～2004 年の数値は労働者党ホームページ "PT 25 anos"（http://www.pt.org.br/）、2006
年は TSE ホームページ（http://www.tse.gov.br/）2007 年 1 月 8 日。 
（注）1) 市長･市議会議員は 2004 年、それ以外は 2006 年選挙。また、州知事と州下院議員にはブ
ラジリア連邦区も含む。 
































党（PSDB：Partido da Social Democracia Brasileira）や、連立政権を組んでいたブ

















                                                   




















ただし参加型予算は、全国 5,560 市（2001 年）のうち 2000 年～04 年で 170 市の実施に
とどまり[Avritzer 2009:83]、必ずしも全国で広く実施されている政策ではない。また、市




化の特殊性を考慮してスキーム設計が試みられている[Avritzer ed.2004, Avritzer 2009, 






（agente comunitário de saúde）」[浜口 1997, 高木 2001]、公立学校の運営や教育方針の
策定過程に両親や地域住民が参加する「学校評議会（conselho escolar）」[Conti & Luiz 2007, 










市マスタープラン（Plano Diretor）」の 2 つがある。都市マスタープランは、憲法と 2001





























                                                   







ed.2004, Avritzer 2009, Carvalho et al. eds. 2000, Silva et al. 2005, Tatagiba 2004]。 
本論ではサンパウロ市の住宅審議会に焦点を当てるため、市レベルの審議会の状況を先
述した政府の調査 MUNIC の 2009 年データをもとに概観する（表 1.3.2）[IBGE 2010]。
なお、MUNIC では審議会の主要な 17 分野が設問されているが、実際の分野はこれら限り
ではない[Tatagiba 2004]。市審議会が設置されている分野は、保健医療が 5,417 市（設置
割合 97.3%）と非常に高い一方、セクシュアリティは 4 市（同 0.1%）のみである。また、
過去 1 年間に審議会を開催した市は、保健医療などの 3 分野で審議会既設市全体の 90%を
超えるが、住宅などの 3 分野では 60%台にとどまり、審議会非設置市を含む全市では、保







































過去 1 年の開催 市審議会の特性 審議員の
出自均等
割合(3) 設置比 全市比 決議的 規定的 監査的 助言的 
保健医療 5,417 97.3 98.8 96.2 87.5 42.6 75.2 57.6 96.4 
児童青少年 5,084 91.4 96.0 87.7 86.6 49.4 74.7 63.2 96.8 
教育 4,403 79.1 90.2 71.4 82.2 64.6 75.9 81.9 89.5 
環境 3,135 56.3 71.0 40.0 80.9 40.2 47.9 77.8 87.6 
住宅 2,373 42.6 64.1 27.3 83.2 39.7 53.8 59.4 87.6 
高齢者 1,974 35.5 80.5 28.6 82.4 43.5 65.3 68.8 96.7 
文化 1,372 24.7 74.1 18.3 77.3 73.5 41.9 84.5 55.5 
都市開発･政策関連 981 17.6 71.4 12.6 69.6 30.3 43.3 79.1 85.5 
スポーツ 623 11.2 66.9 7.5 67.6 43.5 53.1 74.2 79.5 
女性 594 10.7 69.2 7.4 76.4 40.4 61.6 73.9 86.9 
公安 579 10.4 72.2 7.5 63.6 32.8 51.6 69.1 77.4 
障害者 490 8.8 79.2 7.0 78.4 41.6 65.3 72.2 94.5 
交通 328 5.9 72.6 4.3 54.3 25.0 46.0 73.8 76.8 
若年層関連 303 5.4 71.0 3.9 69.6 35.0 60.7 71.9 89.4 
人種平等関連 148 2.7 75.0 2.0 72.3 34.5 50.0 79.1 85.1 
人権 79 1.4 72.2 1.0 73.4 45.6 72.2 72.2 84.8 
セクシュアリティ 4 0.1 75.0 0.1 50.0 25.0 50.0 50.0 100.0 
（出所）IBGE の MUNIC2009 年版をもとに筆者作成。 
（注）(1) 単位は「市」。 











2013 年までのサンパウロ市長とその所属政党18は、1986 年～88 年がクアドロス（Jânio 
Quadros）で保守右派系のブラジル労働党（PTB）、1989 年～92 年がエルンジーナで革新
左派系の労働者党、1993 年～96 年がマルーフィ（Paulo Maluf）で保守右派の革命進歩党
（PPR）19、1997 年～2000 年がピッタ（Celso Pitta）で保守右派系のブラジル労働党、2001
年～04 年がスプリシ（Marta Suplicy）で革新左派系の労働者党、2005 年～06 年 3 月がセ






















試みた[Kowarick and Singer 1993:201, Singer 1996:14-16]。 
しかし、エルンジーナおよび労働者党にとってサンパウロ市での市政担当は初めての経
験だったことや、当時のサンパウロ州や連邦政府の政権与党と政治的に敵対する関係にあ
                                                   
18 政党およびその名称は全て市長就任時のもの。 
19 同党は他党との合併などにより、1995 年にブラジル進歩党（PPB）、2002 年に進歩党（PP）
となる。 
20 2007 年 3 月に民主党（DEM）に改名。ただし、カサビは 2011 年に DEM を離党し、中道の
社会民主党（PSD）を自ら結成した。 











うことができよう[Kowarick & Singer 1993:211-214, 近田 2004:115]。 
 
1.3.4.  ブラジルの社会運動の状況―小括 
 


















                                                   
23 具体的には、市内バスの市営化の際に運賃の無料化を主張したこと、都市不動産税（IPTU：
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（favela）」、「コルチッソ（cortiço）」、「都市周辺部の劣悪住宅（casas precárias de periferia）」








                                                   
24 リオにおけるファヴェーラの形成時期については、Lloyd-Sherlock [1997]や Ramsdell 
[1990: 170] は 20 世紀初頭だと述べているが、Vial [2001:2]がリオ市当局の出版した文献であ
ることから、本論ではファヴェーラの形成時期を 19世紀末とする。またファヴェーラの起源は、
1896～1897 年にバイーア州の奥地で発生したカヌードスの乱（Guerra de Canudos）に出兵し
た兵士が、リオに帰還後、掘立て小屋を建て定住したプロビデンシアの丘（Morro da Providência）
が、バイーア州の奥地に自生する「ファヴェーラ」という植物にちなんで「ファヴェーラの丘
（Morro da Favela）」と呼ばれるようになったためとされている [Vial 2001:2, Kowarick 
1993:80]｡ 







都市開発局（SEHAB：Secretaria da Habitação e Desenvolvimento Urbano do Município 
de São Paulo）はファヴェーラを最低でも 2 住宅以上の集合体として捉えている。そして、こ
れらの集合体の建築は不完全であり、同一区画内に雑然と存在し、その土地の所有権は住民には
なく、彼らの占拠は非合法であると定義している（1993 年に SEHAB が経済調査研究財団(FIP
E：Fundação Instituto Pesquisa Econômica)に依頼した調査を出所としている。http://www.
prodam.sp.gov.br/spn/dadosocio/habita/tabel45.htm）。 












よりも良い場合が多い[Moreira, Leme & Tashner 2000]（写真 2.1.1.C）。 
 






casas precárias de 
periferia 
起源 私有･公有地の不法占拠 違法な賃貸契約等 違法な売買･賃貸契約等 












                                                   
27 山崎[1996: 250]がコルチッソに関する詳細な説明を行っている。 
28 英語で self-help construction、ポルトガル語で auto-construção と呼ばれる。 
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（写真 2.1.1.A）サンパウロ市南東部ジャルジン・セレスチ地区のファヴェーラ。 




（2003 年 11 月 筆者撮影） 
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（写真 2.1.1.C）サンパウロ市周辺部（北部）Brasilândia 地区の住宅。 





[Vial 2001:2, Taschner 1996:105]、当時のリオにおける貧困層の主な居住形態はコルチッ











  34 
位置する貧困な生活を余儀なくされることとなった [Ramsdell 1990:17, 山田
1994:250-251, Baeninger & Cunha 1996, Cunha 1997, Vial 2001:12]。以下、本論の対象
地域であるサンパウロについて、都市貧困層の居住形態の歴史を概観する29。 
サンパウロの人口は 1900 年に 24 万人弱だったが、コーヒー産業の発展と 1930 年代に
本格化する輸入代替工業化により、20 世紀半ば頃から急激に増加した（表 2.1.2.A）。サン
パウロでは 19 世紀後半からすでにコルチッソが存在していたが[Rolnik, Kowarick & 








[Rolnik, Kowarick & Somekh eds. 1990:92]。 
 
表 2.1.2.A サンパウロの市・大都市圏・州とブラジルの人口と増加率の推移 
人口 増加率* 人口 増加率 人口 増加率 人口 増加率
1872 31,385          - 837,354        10,112,061   
2010 11,253,503   19,683,975   41,262,799   190,755,799 
2.8- 2.0
年


























































25,040,712   
31,588,925   
37,032,403   
14,333,915   
17,318,556   
30,635,605   
41,236,315   
51,944,397   
70,119,071   
15,444,941   
17,878,703   
1,384,753     
2,282,279     
4,592,188     
7,180,316     
9,134,423     
12,974,699   
17,771,948   
1,568,045     
2,622,786     
4,739,406     
8,139,730     
12,588,725   
3,781,446     
5,924,615     
8,493,226     
9,646,185     
10,434,252   
239,820        
579,033        
1,326,261     








に関して契約後 2 年以内の家賃の値上げを禁止するもので 1964 年まで施行された。この借
                                                   
29 リオの都市貧困層の居住形態との比較に関しては、近田[2002]を参照されたし。 
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家法により、コルチッソ以外の正規の賃貸住宅の家賃が低く抑えられたため、コルチッソ











やファヴェーラに居住する貧困層が増加した[Rolnik, Kowarick & Somekh eds. 1990:53]。
その主な要因として、1970 年代初めから政府の都市開発が進み、周辺部でも不動産価格が
上昇した点や[Lloyd-Sherlock 1997:302]、自助建設によるものであれ一戸建て住宅の獲得




が激しくなった[Rolnik, Kowarick & Somekh eds. 1990:53]。そのため、コルチッソにも居
住できない者、つまり家賃すら切り詰める必要のあった者がファヴェーラを形成するよう
になり[Kowarick 1993:88]、サンパウロでファヴェーラが増加していった。また、廉価な土




年代前半にかけてである（表 2.1.2.B）32。1970 年代のはじめにサンパウロ市の人口の 1％
前後だったファヴェーラ居住者は、1980 年代後半から急激に増加し、1990 年代に 10％を
超えると 1993 年に約 20％へと増加した。市全体の人口増加が緩慢になった近年もその数
はほぼ変わらず、2007 年時点でサンパウロ市の 6 人中 1 人に相当する約 200 万人がファヴ
                                                   
30 Taschner [1996]によると、現地の新聞『オ･ジアリオ･デ･サンパウロ（O Diário de São Paulo）』
紙に、サンパウロ市中心部のモオッカ（Moóca）地区でサンパウロ市政府が行ったファヴェーラ
に関する調査の結果が掲載されていた。 
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ェーラで生活しているとされる33。 
 











1950 141 1  8,488 1  50,000 1  2,198,096 4  2.27%  
1971 n.a.    n.a.    41,000 2  6,118,563 4  0.67%  
1973 542 1  14,650 1  71,840 1  6,590,826 1  1.09%  
1975 919 1  23,926 1  117,237 1  7,327,312 1  1.60%  
1976 n.a.    n.a.    208,000 2  7,358,863 4  2.83%  
1978 n.a.    n.a.    321,259 2  7,886,463 4  4.07%  
1979 n.a.    n.a.    266,506 2  8,115,976 4  3.28%  
1980 1,239 1  108,887 1  594,527 1  8,475,380 4  7.01%  
1985 n.a.    n.a.    629,300 2  9,004,231 4  6.99%  
1987 1,592 1  150,452 1  812,764 1  9,210,668 4  8.82%  
1991 n.a.    n.a.    1,071,288 5  9,610,659 4  11.15%  
1992 1,805 1  192,801 1  1,044,981 1  9,686,918 4  10.79%  
1993 1,592 3  378,863 3  1,901,892 3  9,767,320 4  19.47%  
（出所）下記データに基づき筆者作成｡ 
（注）1 [Taschner 1996:105] 
2 [Lloyd-Sherlock 1997:291] 
3 Prefeitura de Município de São Paulo, São Paulo em Números: dados socioecon
ômicos, habitação,（http://www.prodam.sp.gov.br/spn/dadosocio/habita/tabel45.htm）
 2001 年 9 月 10 日。 
4 SEADE, Informações dos Municípios Paulistas,（http://www.seade.gov.br/cgi-bin/li
ngcv98/spd_01.ksh）2001 年 9 月 10 日。 
5 [Taschner 1995:193] 
 
ファヴェーラの増加要因については、サンパウロへの流入人口の構成が変化した点が挙




済力の低下も考えられる。1980 年代はブラジル経済が「失われた 10 年」と称される不況
に陥り、地価を含む物価が実質賃金を上回るペースで上昇した。そのため、都市貧困層は
                                                   
33 Ambiente Brasil (http://noticias.ambientebrasil.com.br/clipping/2007/07/16/32340-um-e
m-cada-6-paulistanos-vive-em-favela-revela-estudo.html) 2013 年 5 月 11 日。 
34 労働者の権利に関し、以前は国の干渉主義のもとで、組合設立の自由、団体交渉権及び
争議権が著しく制限されていたが、新しい憲法では労働の個人的、保護的、集団的権利が
人権のかたちで強く保障されるようになった[矢谷 編訳 1991:28-29]。 




















（2003 年 11 月 筆者撮影） 




（2011 年 2 月 筆者撮影） 
 
 
























                                                   
35 ラテンアメリカにおける都市研究の理論的変遷と関連する都市貧困層に対する認識について


























ブラジルの研究者や為政者に対し、大きな影響を与えることとなった[Kowarick & Brant 
orgs. 1976, Brant org. 1989, Rolnik, Kowarick & Somekh eds.1990]。 
 
表 2.2.1 都市貧困層をめぐる認識や施策 









































































イラ 1998, 幡谷 1999;2002, 幡谷編 1999, 篠崎 1999;2001]。 
                                                   
37 同書においてパールマンは、DESAL（Centro para el Desarrollo Economica y Social de 
America latina）の参加理論（Participation Theory）に基づくプロジェクトの例を挙げ、DESAL
の見解では周縁性の克服には外的援助を伴った新たな制度の創設が必要であると説明している。 


















前の居住形態へ戻るケースが多く指摘されている[Valladares 1978, Taschner 1995:210]。 
 















                                                   
38 サンパウロ大学のサイト 2012 年 9 月 28 日付（http://www.usp.br/agen/?p=114247）2013
年 5 月 24 日。 
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ことから、住民の参加は組織的な労働力の提供にとどまる[SNAI-PT 1996, Sachs 1999]。












ラ都市整備プロジェクト」（PROVER：Projeto de Urbanização de Favelas com 
Verticalização）とうい[PMSP n.d.,c:169]。シンガポールで実施された低中所得者層向けの
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40 マルーフィ（1993～96 年）とピッタ（1997～2000 年）市政でシンガポール･プロジェクトが
継続実施されたが、現地マスコミなどにより政治的利用に関する批判的な報道がなされた。 




42 [Ramsdell 1990:183-184] [Taschner 1995:217] [Fernandes and Rolnik 1998:149-150] など
の研究のほか、ブラジルの有力紙 Folha de São Paulo の“Prós e contras de viver no mutirão,” 
13 de outubro de 1999 など。 
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Atendimento à População Moradora em Habitação Subnormal）」から支出される









ムチランの実施プロセスは 3 つの段階に大別することができる。第 1 段階は、プロジェ
クト開始までの作業である。住民組織はムチランの実施対象となるため、自らが選んだ技
術支援団体の技術的な指導のもと、住宅建設の計画書を作成する。住宅の広さや間取りと
                                                   
43 その割合はプロジェクトにより異なるが、5%以下の場合が多いとされる[Muçouçah & 
Almeida 1991:17] 
44 正確には、FUNAPS の中のムチラン専用基金 FUNAPS Comunitário から支出される。 
45 ただし、節約により 70 ㎡以上の広さの住宅を建設した例もある[Ronconi 1995:69]。 
46 市政府は遊休公有地の利用や私有地の収用などにより、住宅建設用地の提供を行う。しかし、
この住宅建設用地提供の財源は FUNASP Comunitário とは別であり、正確にはムチランとは
別の独立した土地収用プログラムとして実施される。 







プロジェクト契約が結ばれる。実際 1989 年から 92 年までの間に、サンパウロ市政府は






















の場として利用される（写真 3.1.3.D 及び 3.1.3.E）。住民組織によっては住宅の建設中や
建設後、このような共有スペースに菜園を作ったり、識字教室やレクリエーション活動、
スポーツや演劇などの文化活動を行ったりするところもある（写真 3.1.3.F）。ここまでが
第 2 段階であり、約 1 年 6 ヶ月の期間を要するとされる。 
                                                   
47 Bonduki [2000]では 84、Ronconi [1995]では 93 などとなっており、文献によりプロジェク
トの契約数は異なる。ここではサンパウロ市政府が発行した資料[PMSP n.d,a]の数値を用いて
いる。 
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（写真 3.1.3.A）ベラ･ビトリア（Bela Vitória）地区におけるムチラン参加者による無償




（2002 年 9 月 筆者撮影）  
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表 3.1.3.A ムチランの住宅建設規則例 










７． 作業を休む必要のある場合には、少なくとも 12 時間前までにその旨を所属するグループ
のコーディネーターに連絡しなければならない。 
８． 事前連絡なしの欠席、または正当な理由のない欠席が  時間を超えた場合、参加者は自
動的に住民組織の参加資格とともに建設される住宅に対するいかなる権利も失う。 
９． 正当な理由のない欠席が 3 ヶ月以内に 15 回に達した場合、参加者は住民組織の参加資格
とともに建設される住宅に対するいかなる権利も失う。3 ヶ月の期間の区切りは 3 月、6
月、9 月、12 月の月末日とする。 
１０．1 ヶ月のうち 4 回のみ、最高 15 分まで参加者は遅刻または早退できる。また、1 ヶ月に
2 回のみ、30 分までの遅刻は当日の労働で代償することができる。 
１１．30 分以上の遅刻が 2 回あった場合、それらは正当な理由のない欠席と見なされる。 
１２．作業中の不適切な行為は、1 回目は偶発的なもの、2 回目は恣意的なものと見なされる。
1 回目は書面で注意がなされ、当日の作業時間と同時間の作業が罰則として適用される。








（出所）[Muçouçah, P. S. & M. A. de Almeida 1991:40]より引用。 
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（写真 3.1.3.C）ベラ･ビトリア地区におけるムチランの共同作業場。 




（2005 年 9 月 筆者撮影） 
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（写真 3.1.3.E）ベラ･ビトリア地区におけるムチランの共同炊事場での昼食。 




（2003 年 11 月 筆者撮影） 





クト資金の返済を開始する。これが第 3 段階であり、約 1 週間で終了するとされる。した










による政府の費用負担は、プロジェクトの全費用の 25～75％になる [Muçouçah & 







表 3.1.3.B ムチランの返済基準 
家計収入（最低賃金） 家族構成員数 返済割合 
0 から 1 倍未満 家族構成員数は考慮せず 最低賃金の 10％ 
1 倍以上 4 倍未満 
4 人まで 家計収入の 20％ 
5～7 人 家計収入の 15％ 
8 人以上 家計収入の 10％ 
4 倍以上 5 倍未満 
4 人まで 家計収入の 25％ 
5～7 人 家計収入の 20％ 
8 人以上 家計収入の 15％ 
（出所）Muçouçah, P. S. and M. A. de Almeida [1991：45]をもとに筆者作成。 
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25 22 20 18 16 14 12 10 8 6 5 
（出所）[Muçouçah, P. S. and M. A. de Almeida 1991:46]より引用。 
 
 






















住 民 組 織 
休日の無償協働住宅建設作業、プロジェクトの管理運営 
サ ン パ ウ ロ 市 政府 
対象選択、資金提供、用地提供、プロジェクト監視、インフラ整備 






















住宅供給プログラム（Programa de Provisão de Terra e Moradia）」と「ファヴェーラ･
アクション･プログラム（Programa Ação em Favelas）」の 2 つに大別される。前者には
「自主監理ムチランによる住宅ユニット（Unidade Habitacional por Mutirão e 
Autogestão）」という名称のムチランのほか、「請負業者による住宅建設（Unidade 
Habitacional por Empreiteira）」や「コルチッソ対策（Intervenção em Cortiço）」が含ま
れる。また、ファヴェーラ対策に特化した後者には、総合的な都市インフラ整備である「フ
ァヴェーラ都市整備化（Urbanização de Favelas）」、請負業者や制度監理ムチランまたは













                                                   
48 [Ferreira1998:15-19] 及び[PMSP n.d.,a]。これらの文献においてムチランの名称は





















ムチラン 654 5.6 9,865 84.3 1,180 10.1 11,699 14.1 
請負業者による住宅建設 3,749 26.1 10,588 73.9 - - 14,337 17.2 
コルチッソ対策 0 0.0 481 32.8 987 67.2 1,468 1.8 
ファヴェーラ都市整備化 5,869 14.2 21,288 51.5 14,141 34.2 41,298 49.6 
ファヴェーラの住宅建設 248 13.9 1,293 72.4 244 13.7 1,785 2.1 
ファヴェーラ改善 10,610 83.9 2,033 16.1 - - 12,643 15.2 
合計 21,130 25.4 45,548 54.7 16,552 19.9 83,230 100.0 









いがムチランが実施された[Arantes 2002:188, Bouduki 2000:53]。 
2002 年 9 月時点でのムチランの実施状況を地区別にまとめたのが表 3.2.B である。合計
の 12,281 戸はエルンジーナ市政時にプロジェクト契約を締結した数で、そのうちの 51.6%
と半数以上が建設作業を終了し、24.9%の住宅が建設作業の最終段階にあり、既に住民が
入居していた。一方、ほぼ 10 年が経過した後でも 9.7%の住宅が依然として建設または計
画の途中で、13.9%の住宅は建設が中断されたままであった。また、ピッタ市政で新たに





表 3.2.B ムチランによる住宅建設地区別実施状況：1989 年～2002 年 9 月（単位：戸） 
地区 中心部 東部 北部 西部 南東部 南部 全体 
合計 1 0 6,460 1,252 1,916 486 2,167 12,2813 
割合：対全体 0.0% 52.6% 10.2% 15.6% 4.0% 17.6%  - 
完成 0 4,384 250 462 27 1215 6,338 
割合：対合計 0.0% 67.9% 20.0% 24.1% 5.6% 56.1% 51.6% 
最終段階(入居済) 0 974 802 837 200 239 3,052 
割合：対合計 0.0% 15.1% 64.1% 43.7% 41.2% 11.0% 24.9% 
建設･計画中 0 793 0 10 200 186 1,189 
割合：対合計 0.0% 12.3% 0.0% 0.5% 41.2% 8.6% 9.7% 
中断 0 309 200 607 59 527 1,702 
割合：対合計 0.0% 4.8% 16.0% 31.7% 12.1% 24.3% 13.9% 
新規 2 建設･計画中 0 460 0 514 100 924 1,998 
総合計 0 6,920 1,252 2430 586 3091 14,279 


















                                                   
49 PMSP[n.d.,a]のⅡ.1-Caracterização da Demanda de HABI。 





表 3.2.C サンパウロ市地区及び居住形態別の貧困家族潜在住宅需要：1990 年（単位：家族） 
地区 中心部 東部 北部 西部 南東部 南部 全体* 
ファヴェーラ 86 43,090 10,622 42,860 15,879 80,264 192,801 
割合：対全体 0.0% 22.3% 5.5% 22.2% 8.2% 41.6% 6.8% 
コルチッソ等 60,460 292,229 88,465 152,400 107,332 94,850 795,736 
割合：対全体 7.6% 36.7% 11.1% 19.2% 13.5% 11.9% 28.1% 
合計 60,546 335,319 99,087 195,260 123,211 175,114 988,537 
割合：対全体 6.1% 33.9% 10.0% 19.8% 12.5% 17.7% 34.9% 
（出所）PMSP [n.d.,a] のⅡ.1.1.- Programa de Provisão de Moradia をもとに筆者作成。 
（注）＊全体の割合は、サンパウロ市全家族数（2,835,332 家族：1991 年の IBGE による人口
センサス）に対するもの。 
 










図 3.2 地区別ムチランの対潜在住宅需要実施率及び完成率 
 









































































































































（2005 年 12 月 ジャルジン・セレスチ地区で筆者撮影） 
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51 フリードマン[1995]では「力の剥奪モデル」と日本語に訳されているが、Friedmann[1992]



























4.1.1.  Friedmann のエンパワメント 
 














ら（Friedmann [1992:67] Each form of power is based on certain resources that can be 
accessed by a collective actor.）、本論では混乱を避けるために、より理解しやすいと思われる
「資源」という用語を用いる。 
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表 4.1.1. オルタナティブな開発における 4 つの社会行動の領域 
社会行動 
の領域 
パワー形態 具体的なパワー 核 





































4.1.2.  Friedmann の（反）エンパワメント･モデル 
 
ここでは、Friedmann が提唱する（反）エンパワメント・モデル（図 4.1.2.）について
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国家による行動 ● 参加と交渉の場 













































































                                                   
54 フリードマン［1995］の日本語訳は「エージェント」。 




これら 8 つの資源自体に関して異論はないが、なぜ社会的パワーの資源がこれら 8 つなの
かという説明を Friedmann は行っていない。また、モデルにおける各資源の位置関係に
















































                                                   


























































































セスの様態をまとめたのが図 4.2.1 である。 
 
                                                   
56 2008 年 9 月に UMM のリーダーに行ったインタビュー調査などより。 
57 同上。 




図 4.2.1 ムチランにおける資源へのアクセス様態 
 
 







協働による住宅建設の技術指導 ③ ④ 
ムチランの住民組織 ⑤ 
休日の無償協働住宅建設作業 ① ② ⑥ ⑦ 
プロジェクトの管理と運営 ③ ④ 
返済 ⑦ ⑧ 
 
サンパウロ市政府（国家・政府） 



































































①防御可能な生活空間 ②生存に費やす時間以外の余剰時間 ③知識と技能 ④適正な情報 















































チランにより住宅を建設した住民組織が 2 つあり、1 つは約 200 世帯で構成され、2002 年
9 月の調査時点で、ほぼ全ての住宅が完成済みであった。もう 1 つの住民組織も世帯数が約
200 世帯で、2003 年 11 月の調査時点で実施プロセスは最終段階にあり、一部の住宅は既に
入居済みであった（写真 4.2.2.A）。2 つの住民組織とも、建設した住宅は広さが約 70 ㎡弱
で、中 2 階を含めると 3 階建ての構造となっている。また、両者ともエルンジーナ市長時





AMMRS や全国組織の UMM の活動に、より積極的に参加したメンバーにより構成されて
いる。セレスチ協会は、「社会組織」であるそれらの住宅運動団体を通して、ムチランによ
る住宅建設など様々な住居問題に関する「知識と技能」や「適正な情報」を得ている。ま










                                                   
59  2004 年 11 月に筆者が行ったジャルヂン・セレスチⅠ協会のコーディネーターのグラッ





（写真 4.2.2.A）2002 年 9 月時点におけるセレスチ協会のムチラン。 
（2002 年 9 月 筆者撮影） 
 
 
（写真 4.2.2.B）2008 年 9 月時点におけるセレスチ協会のムチラン。 




（写真 4.2.2.C）ムチランのほかに集合住宅も建設された 2011年 9月時点のセレスチ協会。 
（2011 年 9 月 筆者撮影） 
 
このセレスチ協会のリーダーに、グラッサ（Maria das Graças）という女性がいる60。グ









は離別したが、息子が 3 人おり、2004 年の時点で長男は民衆運動本部の奨学金を得て 2 年
前からキューバの大学へ留学中であった。この奨学金はグラッサと長男が民衆運動本部の
活動へ積極的に参加したことで獲得したものである。次男はポルトセグーロで祖父と暮ら
                                                   










要性を感じたため、大学の法学部に入学し [Enfoque Feminista 1995:14-15, Pereira 










                                                   
61 2004 年 7 月 9 日のグラッサ氏からの電子メールによる連絡。 






















まず、Friedmann が提示する 8 つの社会的パワーの資源をムチランのケースに適用する。
その際、Friedmann がこれらすべての資源を「社会的パワー」としているのに対し、ここ














                                                   

























































































































































































（写真 4.2.4.A）ムチラン住宅に入居して 3 ヵ月後。自費・自力による内装などの整備。 





（写真 4.2.4.B）同じく入居後 3 ヶ月。世帯主が入院し主な収入源が断たれたため、入居時
とほぼ変わらず。 
（2003 年 11 月 セレスチ協会にて筆者撮影） 





























建設される集合住宅の大半は 4 階建て以上で、各アパートは広さが約 42 ㎡、2 つの寝室と
1 つの居間などがあり、最大 5 人の家族が居住できるように設計されている。バラックなど
で造られたファヴェーラのあった場所に 4 階建て以上の集合住宅を建設することで、新た






















                                                   
64 最低賃金が 112 レアルであった 1996 年 10 月の時点における月々の返済額は 57 レアルで、
管理費は 17 レアルであった（Folha de São Paulo, Implantação do Cingapura, 1996 年 10 月
13 日）。 


























委員会の活動は必ずしも持続可能性が高いとはいえない[PMSP n.d.,c, Krahenbuhl 1996, 
Pereira 2001]。 
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住宅建設 ① ⑦ 
サンパウロ市政府（国家・政府） 
インフラ整備・用地提供・仮設住宅提供 ① ⑦ 
資金提供 ⑧、対象の選定 






①防御可能な生活空間 ②生存に費やす時間以外の余剰時間  










返済 ⑦ ⑧ 
(6)支援 
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相 対 的  貧 困 
（出所）筆者作成 
「意識化」や「気づき」の領域 






































































































































































織に関して、第 1 節でその家族と住宅、第 2 節で人間関係と社会運動という観点から調査


































で 300 戸と数量的に一定の規模がある点や、2 つの住民組織では協働による住宅建設作業へ
の参加の度合いが異なり、その違いが参加者のプロフィールと関連していると推測された
点も考慮に入れた。これら 2 つの住民組織の概要は次の通りである。 
セレスチⅡは、サンパウロ市南東部地区の地区レベルの住宅運動団体から対象者を募り、
無償かつ協働による住宅建設を目的に結成されたプロジェクト・レベルの住民組織である。




















                                                   
65 両住民組織の概要については[UMM 2006]や[PMSP n.d.,c]、および筆者の過去の現地フィー
ルド調査にもとづいている。 
66 アンケート調査はジャルジン・セレスチ地区関係者 3 名の協力のもとに実施した。そのうち






ともに調査を行った。実施期間は 2006 年 11 月 26 日～12 月 3 日、および、同年 12 月 14
日～16 日の 2 回である。 
建設予定住宅数 200 戸のセレスチⅡでは、調査実施時点で 188 戸が存在していたが、転
出などにより 9 戸が空き家であった。そのため、居住者のいる住宅は 179 戸で、このうち
154 戸からデータを収集することができた。ただし、プロジェクト終了後の売却や賃貸など
により、154 戸のうち 3 戸にはムチラン参加者ではない住民が居住していた。 
建設予定住宅数 100 戸のセレスチⅣに関しては、調査実施時点で 102 戸が存在していた
が、転出などにより 1 戸が空き家であった。そのため、居住者のいる住宅は 101 戸で、こ
のうち 71 戸からデータを収集することができた。ただし、プロジェクト終了後の売却や賃




















が 551 人、セレスチⅣが 232 人である。平均年齢はそれぞれ 31.6 歳（男性 29.8 歳、女性
33.1 歳）67と 31.7 歳（同 30.2 歳、33.2 歳）でほとんど差はない。ただし男女比率は、セ
レスチⅡが男性 43%／女性 57%、セレスチⅣが 49%／51%とセレスチⅡの女性比率が高く、
                                                   
67 年齢が不明だったセレスチⅡの女性 1 名（家長）の年齢を「第一子の年齢（12 歳）＋20 歳＝





被扶養者である可能性の高い 10 歳未満（セレスチⅡ：13.6%、セレスチⅣ：12.1%）と 60
歳以上（セレスチⅡ：9.8%、セレスチⅣ：6.9%）の割合も、セレスチⅡの方が高かった。
1 世帯の平均家族人数は、セレスチⅡ（3.6 人）がセレスチⅣ（3.3 人）だけでなく、ブラ
ジル全体（3.4 人）とサンパウロ大都市圏（3.3 人）を上回っていた。なお、世帯人数の分
布は図 5.1.2.A の通りである。 
 









                                                   
68 本調査では世帯内の最高齢者、または女性の最高齢者が男性配偶者（事実婚を含む）と同居
している場合にはその男性を「家長」とした。 



























                                                   














図 5.1.2.C 世帯平均月収の構成割合：  
ブラジル全体、サンパウロ大都市圏、ムチラン住民組織（2006 年） 
 






図 5.1.2.D 1 人当たり世帯平均月収の構成割合： 
ブラジル全体、サンパウロ大都市圏、ムチラン住民組織（2006 年） 
 







Ⅱが 99.3%で ACJ4 が 100.0%、冷蔵庫は同様に 99.3%と 100.0%で、どちらもブラジル全
体（テレビ：94.8%、冷蔵庫：93.3%）とサンパウロ大都市圏（同：98.1%、同：98.4%）
を上回っている。ただし、インターネットへのアクセスはセレスチⅡが 10.6%でセレスチ






                                                   












































































表 5.1.3 住宅に関する満足状況              （単位：世帯） 
  
セレスチⅡ セレスチⅣ 
世帯 割合 世帯 割合 




賃貸ではない持ち家 59 38 
将来、所有者になれる 29 9 
以前よりも広い 29 4 
自分たちでの建設 99 41 
その他 4 3 




市への返済額が高い 0 0 
所有者になれるか疑問 0 1 
建築した住宅に問題あり 0 1 
住宅完成の為入居後すべきことが過多 0 0 
住宅が予想と異なる 0 0 
その他 0 3 
不明 10 3 
（出所）筆者作成 
（注）割合は不明件数を含まず 






































  115 
表 5.2.1 住民組織に対する満足状況          （単位：世帯） 
  
セレスチⅡ セレスチⅣ 
世帯 割合 世帯 割合 




皆が知り合い 73 27 
様々な地域活動がある 4 2 
コミュニティ内は安全 20 9 
コミュニティ建設のために皆で協働 89 38 
その他 3 2 




近所付合いが難しい 3 1 
コミュニティの活動や義務が過多 0 0 
ファヴェーラに囲まれている 4 2 
土地正規化などの計画の遅れ 1 1 
その他 2 1 





















2 人目の参加者については、セレスチⅡが 17.1%、セレスチⅣが 11.8%で、セレスチⅡ




図 5.2.2.A 家族の中で社会運動に参加する人 
 
（注）セレスチⅡとセレスチⅣは家族の中で社会運動に参加する人がいるか否か、セレスチⅡ
(2 人目)とセレスチⅣ(2 人目)は家族の中で 2 人目の参加者がいるか否かに関する回答。 
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インタビュー調査の実施時期は 2008 年 9 月76、対象者は UMM 理事（coordenação 





                                                   
76 J のみ 2009 年 9 月実施。 
77 直接インタビューを行えなかったが、配偶者である C から間接的に職歴等を聴取することが
できた D、および一部の質問事項に留まってしまった I を含む。 
  122 
表 5.3 住宅運動団体 UMM リーダーの経歴の概要と類型化 
 
（出所）インタビュー調査をもとに筆者作成。 
（注）下線部は政党（労働者党）と関連した職歴。網掛けの B と J は非都市貧困層。SP はサ






















































































































【A：男性 43 歳】ブラジル北東部の北リオグランデ州ノーヴァクルス（Nova Cruz）市（2009
年人口 36,561 人78）出身で、9 歳の時に母親が既に移住していたサンパウロ市へ移り住み、
18 歳で結婚した。賃貸住宅に 12 年間居住した後、ムチランにより獲得した自宅で妻と子
供 4 人と同居している。学歴は前期初等教育（4 年間）修了。カトリック教会の影響が強










支援者として関わっている。軍政下の 1982 年に行われた選挙で政治意識に目覚め 13 歳で
労働者党党員となり、1983 年からカトリック教会の青少年活動、カトリック大学（PUC）
在学中の 1988 年から住宅運動に従事するようになった。大学卒業後の 1990 年から保育所
や識字教育などの社会プロジェクトで短期就労し、1993～90 年代後半までカトリック教







【C：男性 44 歳】サンパウロ州内陸部のイラプル （ーIrapuru）市（同 7,870 人）出身で、
1975 年にサンパウロ市へ移住した。ムチランで獲得した住宅に再婚した妻と子供 2 人と
同居している（子供 1 人、前妻との子供 2 人が別居）。学歴は大学中退。カトリック教会
の勢力が弱いサンパウロ市西部と北西部で 1986 年から住宅運動を始め、環境問題にも関
                                                   
78 IBGE[2009]。以下、同様。 
  124 
心が強い。1980 年代後半に労働者党党員となり、2008 年サンパウロ市議会議員選挙に労
働者党から立候補するが落選した。主な職歴は、1989 年以降一貫して労働者党の下院や市































                                                   
79 2009 年 9 月 11 日に実施した UMM リーダーに対する聞き取り調査。UMM はサンパウロ市
審議会委員選挙への候補者決定集会を開催したが、同集会に労働者党の州下院議員と市議会議
員が応援演説者として出席しており、UMMとPTの強固な相互協力関係を見ることができた。 











【E：女性 72 歳】1960 年 22 歳の時に夫とともにチリを出国し、アルゼンチンとウルグア
イに短期滞在した後、サンパウロ市へ移住したチリ人である。子供 4 人（1 人他界）、孫 8




政府から「高齢者人権功労賞（Garantia dos Direitos da Pessoa Idosa）」を授与されてい






【F：女性 40 歳】バイーア州カナヴィエイラス（Canavieiras）市（同 37,041 人）出身で、
9 歳の時に両親らを地元に残し姉とともにサンパウロ市へ移住した。13 歳で就労と一人暮








職歴は 1981 年から常に工場労働者として働き、2002 年からはカトリック教会の社会活
                                                   
80 同上の現地調査。ただし同問題の実態究明には、事実婚の夫と同居する B のケースも含め、
より精緻な調査研究が必要であろう。 
  126 
動家、2006 年からカトリック教会自身が設立した NGO「コミュニティ・イニシアティヴ




























【G：女性 48 歳】南部のパラナ州オルチゲイラ（Ortigueira）市（同 25,200 人）出身で、
1982 年に単身でサンパウロ市へ移住した。ムチランにより 1987 年に獲得した自宅で、電
気技師および年金受給者の夫と子供 2 人とともに暮らしている（前夫との子供 3 人と養子
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2 倍を 2 年間受給している。社会運動への参加動機は、「苦しい状況にある人々の問題を解
決することが、この世に生を受けた私の使命だと思っているからである。」と述べている。 
 
【H：女性 42 歳】北東部のバイーア州サンタクルス・カブラリア（Santa Cruz Cabrália）
市（同 26,250 人）出身で、1980 年に姉夫婦とサンパウロ市へ移住した。10 代で結婚した
が事実離婚し、ムチランで獲得した住宅に子供 2 人と同居している。ただし、先述した民
衆運動本部（CMP）の奨学金でキューバに留学中の子供 1 人と、別居している養子 1 人が
いる。学歴はリーダーF と同様、初等教育中退であったが社会運動に参加するうちに学業
の重要性に「気づき」、就学を再開した後に大学まで卒業し、修士進学も考えている。社会


















で専門家として勤務した。その後 2004 年から UMM、2008 年からはカトリック系人権
NGO（Centro Gaspar Garcia de Direitos Humanos）でも弁護士を勤めている。また、
2008 年に労働者党の市議会議員のイニシアティヴによりサンパウロ市議会から名誉市民
権を授与されている。I 氏はムチラン経験者ではないが、上記のような社会運動や政治活
  128 
動を通じ社会的な上昇を果たした貧困層出身者である。 
 
【J：女性 59 歳】サンパウロ市出身だが、同市隣接のサンベルナルド・ド・カンポ（São 





1970 年代は民衆教育活動に献身し、1980 年代前半は「Diretas Já」81と呼ばれる民主化
運動に傾注した。その頃からサンパウロ市に隣接するジアデマ（Diadema）市の住宅運動
に従事し、貧困層の住宅や教育問題、人権運動、政治活動を活発に行っている。 
職歴は 1978～1997 年の長年にわたり高校の教師（1987 年の離婚後は英語塾の講師を兼
任）を勤めた後、1997～2001 年まで労働者党市議会議員補佐、2001～2003 年はリーダー
I と同様サンパウロ市住宅公社で専門家として勤務した。その後、2004～2007 年まで個人
弁護士として生計を立て、2007 年の 1 年間は友人の労働者党市議会議員に頼まれ補佐を
勤めた。しかし、人権擁護の観点から消費者問題に携わりたいと以前より考えていたため、






いようにしたり自立を模索している。具体的には G のコルチッソ・フォーラム創設、H の











                                                   
81 日本語で「直接（選挙を）今」を意味し、軍事政権下における大統領の直接選挙を求める民
主化運動。 














































筆者は 2002 年 9 月に、本論で社会運動団体の研究対象とする UMM と筆者が初めて出会













AMMRS にメンバー登録を行っていた（写真 5.4.1.A）。AMMRS に登録された者は、社会
運動の活動に参加した場合、集会や抗議デモなど活動内容により異なるポイントを獲得す
るのであるが、その参加ポイントの管理も MMVL により行われる（写真 5.4.1.B）。そして、
末端組織の MMVL が登録や管理するメンバーの情報が AMMRS に集められ、最終的には
サンパウロ大都市圏を統括する UMM へと集約される仕組みになっている。 
                                                   





（写真 5.4.1.A）地区レベルの社会運動団体 MMVL による AMMRS のメンバー登録票。左
下には 2001 年以降の年ごとの参加ポイントも記されている。 
（2006 年 6 月 筆者撮影） 
 
 
（写真 5.4.1.B）MMVL メンバーの参加ポイントを監理するリスト。 












（写真 5.4.1.C）AMMRS の集会終了後、参加ポイントの申請をする参加者たち。 





（写真 5.4.1.D）AMMRS の集会終了後、参加ポイントを申請するために並ぶ参加者たち。 













































































































































































度に関する研究が主流となっている[Estes et al.2003:122-144, Peres 2007:204-286]。最近
の研究には、米国の 1920 年代後半から 1950 年代の年金運動がより寛容な社会保障への移
行に成功した点に注目し、賦課方式的要素の導入などの政策提言を試みた研究
[Mitchell2000]や、米国の年金運動が 1939 年の年金制度改革に与えた政治的影響を分析し
た研究[Amenta & Olasky2005]などがある。 
一方、年金問題を中心としながらも、欧米諸国を事例に社会政策と高齢者の政治的行動
主義を研究した Estes らが、より広範な高齢者の集団的政治行動の展開について論じてい
















運動に関する研究としては、Simões が 1980 年代と 1990 年代の年金運動をブラジルの民
主化との関連から捉え、市民権利のひとつとして年金制度が社会的に再構築されるプロセ












そして、この後者に区分される「高齢者公開大学（UnATI：Universidade Aberta da 
Terceira Idade）」の活動について、Veras と Caldas が研究を行っている。UnATI は、高
齢者の身体的・精神的・社会的な健康増進や能動的な市民としての社会参加を目的に、1970
年代から大学を中心に学際的な活動を試行してきた運動で、Veras と Caldas はリオデジャ
ネイロ州立大学の UnATI を事例に、その運動が高齢者の生活の質的向上に果たした役割や











































判的社会老年学（critical social gerontology）と呼ばれることもある[Walker 2006:59-68, 


























































しかし、この Walker の社会的質に関する分析枠組みは、4 つの条件やその充足の仕方に
関する説明が簡略または不十分であるなど、いくつかの問題点がある。そこで構造機能主





















                                                   
84 「相互行為」も「相互作用」も interaction の日本語訳であるが、本論では主にアクター
同士の interaction の場合に「相互行為」を用い、アクターと制度または制度を含むアクタ

































































































































ブラジルでは 1988 年の憲法で社会保障の普遍化が目指され、1993 年の「社会扶助基本
法（LOAS85）」の制定をはじめ、社会的弱者に対する社会福祉の向上が継続的に試みられ
ている。高齢者に関しても社会扶助基本法や、連邦レベルの参加型行政である連邦高齢者
審議会の創設を規定した 1994 年の「国家高齢者法（Lei Nacional do Idoso）」、それまでの












で「New City Residential Park」87という貧困高齢者の専用住宅が、2007 年に開始され 2010
年に完成している [RGL 2008]。また、サンパウロの州政府も「高齢者の町」を参考に
「Dignity Village」88と呼ばれるプロジェクトを策定し、2011 年に完成した第 1 号を含め、
同州内 10 以上の市で実施や計画を行っている[CDHU-SP, NUPEHA 2010]。 
一方、特定の年齢層を対象としない貧困層全般向けの住宅政策に関しては、第 2 章でま
とめたように、古くはスラム街の撤去、最近では貧困層居住区のインフラ整備や高層住宅
                                                   
85 正式名称は「Lei Orgânica da Assistência Social」。 
86 MUNIC のデータによると、市レベルの高齢者審議会の約 70%が高齢者法典が制定された
2003 年以降に設置されている。 
87 正式名（ポルトガル語）は「ParkParque Residencial Cidade Nova」。 










2009 年時点の同市の人口は 11,037,593 人で、そのうちブラジルで高齢者年齢とされる 60
歳以上の人々は全体の 11.5%に当たる 1,267,929 人であった[Prefeitura de São Paulo 
2010:35]。同年のサンパウロ市において、世帯 1 人あたりの月額所得が貧困高齢者向け扶
助年金の支給額である、最低賃金額89に満たない状況で生活している高齢者は[近田 2012a]、
同市在住高齢者の 16.8%に当たるとの研究がある[Nigro et al. 2011:12] 90。したがって、「貧




が 6,587 人であった。高齢者に関しては、後者の路上宿泊者のみであるが、6,587 人中 503







サンパウロ市の審議会について、その状況を MUNIC のデータでみると（表 6.2.3）、女
性審議会は非設置だが、全国で 4 市にしかないセクシュアリティ審議会が設置されている。
                                                   
89 2012 年 1 月時点で 622 レアル。同時期の対米ドル為替レート換算で約 US$333。 
90 Nigro らの研究は、政府の全国家計調査（PNAD）のサンプルを基に、サンパウロ市在住で、




て異なる。ブラジルでは albergue, abrigo, centro de acolhido 等の名称で呼ばれ、運営は政府の
ほか、宗教団体や NGO などにより行われている。 
92 同調査の資料には高齢者の定義が記されていないが、ブラジルで一般的な 60 歳以上の人と考
えられる。 












周縁的で「決議しない」[Tatagiba & Teixeira 2007:63]特徴があると考えられる。 
 





均等出自* 決議的 規定的 監査的 助言的 
教育 1988 ○ × ○ × ○ ○ 
児童青少年 1991 ○ ○ × ○ × ○ 
高齢者 1992 ○ × × × ○ ○ 
障害者 1992 ○ × × × ○ ○ 
人種平等関連 1992 ○ × × × ○ ○ 
環境 1993 ○ ○ × × ○ ○ 
保健医療 1998 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
人権 2001 ○ × × × ○ ○ 
住宅 2002 ○ ○ × ○ ○ ○ 
都市開発･政策関連 2002 ○ × × ○ ○ ○ 
交通 2003 × × ○ ○ ○ × 
セクシュアリティー 2005 ○ × × × ○ ○ 
公安 2007 ○ ○ × × × ○ 
若年層関連 2008 × × × × ○ ○ 
スポーツ 2008 × × × × ○ ○ 
文化 2009 × × × × ○ × 
女性 未設 - - - - - - 














ラン（Plano Diretor Estratégico do Município de São Paulo）が制度化され、住民の意見
を反映させた都市計画が進められている。また、参加型予算も 2001～2004 年の労働者党市
政下で初めて実施されたが、政権交代とともに廃止され 2012 年まで再施行されていない
[Avritzer 2009:99-102, Sánchez 2004]。 
次に、サンパウロ市の住宅審議会（写真 6.2）の制度概要について注目すべき点をまとめ
る。まず審議員に関して、Tatagiba と Teixeira によると、行政府が任命する政府部門の代
表者、住宅関連団体の内部で選ばれる市民社会の代表者、直接選挙を通して選出される民
衆組織の代表によって構成され、全員が同等の発言権と投票権を有し、その任期は 2 年間
とされる[Tatagiba & Teixeira 2007:65,73]。一方、サンパウロ市住宅審議会の法律では、
全審議員 48 名のうち、「市政府の代表者 13 名」、「直接選挙で選ばれる、住宅に関連するコ








































合住宅である。2004 年に計画が着手され、2007 年 8 月に完成した。「高齢者の町」は市内
 149 
 
中心部近くのパリ（Pari）地区に位置し、145 世帯 190 名前後が居住可能で、維持管理は






















プロジェクトの資金は、事業総額が約 850 万レアルに上り、同資金は 2004 年から 2006
年にかけ 4 回に分けて支出されており、同期間の対米ドル為替レート（US$1＝2.513 レア
ル）で計算すると約 US$338 万となる。この全資金は連邦政府とサンパウロ市政府の共同



























6.2.5. 都市貧困高齢者の住宅運動団体 Garmic 
 
前述の市政府の資料に登場し、プロジェクトの実現に貢献した Garmic（Grupo de 
Articulação de Moradia para o Idoso da Capital）94は、貧困高齢者の住宅獲得や住環境の
改善を目的に掲げる社会運動団体である。1990 年代、市政府の臨時宿泊施設を利用してい


















































































































                                                   
97 2011 年 9 月 18 日 A 氏自宅にてインタビュー実施。 



























の数は約 5,000 人です。しかし、多くの人は参加しません。Garmic は参加を呼び掛けてい
ますが、各集会に参加するのはだいたい 40～50 名です。「高齢者の町」の住民となると、






この点は後述の D 氏の証言でも確認できる。また、Garmic が貧困高齢者の住宅運動として
現在も活動を継続している一方、集会への参加者は必ずしも多くない状況が理解できる。
参加者が少ない理由として、「高齢者の町」内の集会については住宅獲得という住民自身の
                                                   





































                                                   
100 2011 年 9 月 20 日 UMM 本部にてインタビュー実施。 






























D 氏および E 氏と F 氏へのインタビューより、貧困な高齢者自身が「高齢者の町」プロ
ジェクトの用地確保に関して、近隣住民の反対に合いながらも自ら行動を起こして成功し






                                                   








【G 氏】UMM と UMM 加盟住宅運動「コルチッソ・フォーラム」のリーダー。住宅審議





















【H 氏】元 UMM リーダーで現在は UMM 非加盟の住宅運動「北部土地なし協会」リーダ
ー。住宅審議会の審議員を 3 回（2003-05 年と 2007-09 年、2009-11 年）務めた経験あり。




                                                   
103 2011年 9月 16日「コルチッソ・フォーラム（Forum dos Cortiços e Sem Teto de São Paulo）」
本部にてインタビュー実施。 







































【I 氏】サンパウロをはじめとするブラジルの都市問題に関する民間の研究所 Instituto 
 160 
 
Pólis の研究員。住宅審議会の審議員（2007-09 年）と副審議員（2009-11 年）を務めた経
験あり105。39 歳、男性。 
「市の予算の住宅部門の一部が市住宅ファンドに移されます。去年は住宅局の予算総額
































                                                   





















章の最後で考察を行う際の参考にすべく、2009 年 9 月に「高齢者の町」で実施した聞き取
り調査106の一部を紹介する。なお本調査は、下記の主な項目について対象者の過去から現在



















本調査では、「高齢者の町」の住民 100 名（男性 47 名、女性 53 名、平均年齢 72.8 歳、最
高年齢 92 歳）に対し、「コミュニティ、ボランティア、スポーツなど、社会参加の活動をど
の程度の頻度でしていますか／いましたか」という質問を、現在にいたるまでの過去の年代




会運動だとする E 氏と F 氏の証言からも、「高齢者の町」プロジェクトの実現に Garmic な
                                                   
106 本調査はサンパウロ大学・人文科学芸術学部（Universidade de São Paulo, Escola de Artes, 

















調査結果をみると（表 6.4.A）、有効回答 99 名のうち活動が「全くなし」が 46名で、残りの
53 名は頻度に拘わらず何らかの社会参加の活動を行っている。その 53 名の中で「頻繁」が
最も多い 22 名、「定期的」がそれに次ぐ 15 名となっている。また、高齢期の社会参加経験






スポーツ」以外、すなわち政治的な参加に関わるものは 41 名中 25 名であった。 









表 6.4.A 「高齢者の町」住民（60・70 代）の社会参加の頻度と形態（単位：人） 
社会参加の頻度 全くなし ごく僅か 少し 定期的 頻繁 合計 
住民（60・70 代） 46 
9 7 15 22 
99 
（社会参加あり） 53 
社会参加の形態* - 5 6 12 18 41 





政治活動 - - - - 1 1 
社会福祉・ボランティア - - - 3 - 3 
コミュニティ・住民組合 - 2 2 1 1 6 25 
宗教 - 2 2 4 3 11 
スポーツ・娯楽 - 1 1 2 1 5 
（出所）筆者作成 
（注）＊本調査で社会参加の形態に関する情報が入手できた 41 名。残り 12 名（「社会参加あり」
の 53 名－41 名）については不明。また、太字と網掛け部分（計 25 名）は、本章で定義
する「政治参加」と関連の高い社会参加形態。 
 
なお参考までに、これら 25 名の性別人数は、男性 9名、女性 16 名で女性の方が多い。ま
た学歴に関しては、未就学者 3 名、日本の小学校に当たる義務教育（8 年）の中途退学者が



























1 (男) 頻繁 全くなし 
1 (女) 頻繁 
ﾎﾞｰｲｽｶｳﾄ 
定期的 
1 (女) 頻繁 
選挙活動 
頻繁 
1 (男) 頻繁 全くなし 定期的 全くなし 
8 (男 3/女 5) 頻繁 全くなし 
1 (女) 定期的 全くなし 
1 (女) 定期的 全くなし 
1 (男) 少し 全くなし 




1 (女) 定期的 全くなし 




1 (男) 頻繁 全くなし 
1 (女) 定期的 少し 




1 (女) 少し 定期的 少し 
スポーツ 
頻繁 
1 (女) ごく僅か 
クラブ ボランティア 
ごく僅か ごく僅か 少し 
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Tem televisão? Tem geladeira?
Tem micro-ondas? Tem telefone?
Tem carro? Tem computador ligado à Internet?
Onde moravam antes do Jd.Celeste? outros
Como está o acabamento da casa? outros





Questionário sobre a Vida no Jardim Celeste




Está satisfeito com a comunidade do Jd.Celeste.?
sim Porque? outros
não Porque não? outros
Com quem sua família (ou você) tem mais contato no dia-a-dia?
outros
Com quem sua família (ou você) conta quando precisa de ajuda?
outros
Movimentos
Quem participa mais de movimentos dentro da sua família?
no caso de ninguém Porque não?
outros
De que movimento participa mais?
o mais participante outros
2o mais participante outros
Quantas vezes participa desses movimentos?
o mais participante
2o mais participante
Por qual motivo está participando desses movimentos?
o mais participante outros
2o mais participante outros
De que tipo de atividades participa mais nesses movimentos?
o mais participante outros
2o mais participante outros
Exerce ou já exerceu algum cargo nesses movimentos?
o mais participante
2o mais participante









casado, praticamente casado 1
separado, divorciado, viúvo 2
solteiro 3
escolaridade










nada, desempregado, estudante, lar, não declarado 0
motorista, ajudante de caminhão 1
cobrador, selador 2
tecelã, costureira, pintor, obreiro autônomo, pedreiro, carpinteiro 3
vendedor, balconista, comerciante, caixa 4
operador/montador/metalúrgico em fábrica/monitor 5
ajudante, office-boy, almoxarife, auxiliar, encarregado, frentista 6




vigia, porteiro, segurança 11
aposentado, pensionista 12
secretária, fiscal, técinico 13
mecânico, serralheiro, eletricista, funileiro 14
manicure, cabeleireiro 15
funcionário público 16
outros: o que? 17
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Casa




sim, telefone fixo 1
sim, telefone celular 2
sim, telefone fixo e celular 3
não 4
Onde moravam antes do Jd.Celeste?
favela 1
cortiço 2
casa de aluguel 3
casa de empréstimo 4
outros 5
Como está o acabamento da casa?
pronto ou quase pronto 1
falta muito ainda, mas fazendo 2
falta muito ainda, mas parado 3
outros 4
Está satisfeito com sua casa?
sim 1
não 2
Sim: Porque? Até 2 respostas.
Porque a casa é própria nossa, não alugada etc. 1
Porque seremos proprietários 2
Porque é maior que antes 3
Porque nós que construímos 4
outros: o que? 5
Não: Porque não? Até 2 respostas.
Porque o pagamento para a Prefeitura é alto 1
Porque há dúvida se poderemos ser proprietários 2
Porque a casa tem problema de construção 3
Porque demora e precisamos de muita coisa para completar tudo depois do entregue 4
Porque a casa é diferente do que esperava 5
outros: o que? 6




Está satisfeito com a comunidade do Jd.Celeste?
sim 1
não 2
Sim: Porque? Até 2 respostas.
Porque todo mundo se conhece 1
Porque há várias atividades 2
Porque está seguro dentro da comunidade 3
Porque trabalhamos juntos para construir a comunidade 4
outros: o que? 5
Não: Porque não? Até 2 respostas.
Porque o relacionamento com vizinhos é difícil 1
Porque há muita atividade e dever da comunidade 2
Porque está cercado pelas favelas 3
Porque o projeto (regularização de posse, etc.) está demorando 4
outros: o que? 5
Com quem sua família (ou você) tem mais contato no dia-a-dia? Até 2 respostas.
pessoas da mesma associação do Mutirão 1
pessoas do Jd.Celeste geral 2
pessoas do M.M.do bairro de origem 3
pessoas de movimentos fora do Jd.Celeste 4
vizinhos, mas fora do Jd.Celeste 5
pessoas do trabalho 6
outros: quem? 7
Com quem sua família (ou você) conta quando precisar de ajuda? Até 2 respostas.
pessoas mais íntimas da mesma associação do Mutirão 1
pessoas em cargo da mesma associação do Mutirão 2
pessoas que se considera como líder da mesma associação do Mutirão 3
pessoas mais íntimas do Jd.Celeste geral 4
pessoas em cargo do Jd.Celeste geral 5
pessoas que se considera como líder do Jd.Celeste geral 6
pessoas do M.M.do bairro de origem 7
pessoas de movimentos fora do Jd.Celeste 8
vizinhos, mas fora do Jd.Celeste 9
outros: quem? 10
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Movimentos







Porque ninguém participa? Até 2 respostas.
Porque não há necessidade 1
Porque não temos interesses 2
Porque estamos ocupados 3
outros: o que? 4
De que movimento participa mais? Até 4 respostas.
M.M.do bairro de origem 1
própria Associação de Mutirão 2




partido político: qual? 7
outros: qual? 8
Quantas vezes participa desses cada movimentos?
1 vez por mês 1
2 ou 3 vezes por mês 2
1 vez por semana 3
Por qual motivo está participando desses movimentos? Até 2 respostas.
obter informações na área interessada 1
ampliar conhecimento, técnica, experiência na área interessada 2
conhecer mais pessoas, fazer mais amizade 3
obter recursos financeiros / emprego 4
obter alguma oportunidade / bolsa, viagem etc. 5
por curiosidade, como hobby, porque gosta 6
outros: qual? 7
De que tipo de atividades participa mais nesses movimentos? Até 2 respostas.
reunião 1
manifestação, passeata e etc. 2
seminários, palestra e etc. 3





Já exerceu algum cargo nesses movimentos?
sim, 1 vez 1
sim, 2 vez 2
sim, quase sempre 4
não 5
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profissão: CBO (Classificação Brasileira de Ocupações) Ministério do Trabalho e Emprego, 2002
Codi
go















Membros superiores do poder público,
dirigentes de organizações de interesse pú
blico e de empresas e gerentes
16 assessor parlamentar, partidario politico
Não
definido
profissões que estabelecem as regras e as
normas de funcionamento para o país, estado e
município, organismos governamentais de
interesse público e de empresas, além de reunir
os empregos da diplomacia
2 Profissionais das ciências e das artes
artesão, DJ, farmacêutico, músico, professor (superior),
sociólogo
4 nível superior
3 Técnicos de nível médio 10
analista de sistema, chefe de cozinha, controlador,
enfermeira, engenheiro, fotógrafo, gráfico, inspetor, oficial
de apoio, serviço social, técnico (eletrônico, laboratório),
web designer
3
4 Trabalhadores de serviços administrativos
6.13.1
6
agente de organização escolar, ajudante (escolar),
assistente (contábiel , pessoal), auxiliar (enfermeira),
corretor, creche, digitador, estagiário, gerente de expediçã
o, agente de serviço, telemarketing,
2
exceto os técnicos e o pessoal de nível
superior. Tratam-se de empregos cujos titulares
tratam informações (em papéis ou digitalizadas,
numéricas ou em textos)
5
Trabalhadores dos serviços, vendedores do




abastecedor, assistente social, atendente, bar, catador,
creche, demonstrador (de moveis), encadernador,
estoquista, fiscal de ônibus, manobrista, recepcionista,
repositor, restaurante, zelador,
2
serviços pessoais e à coletividade, bem como
aqueles que trabalham na intermediação de
vendas de bens e serviços
6




Trabalhadores da produção de bens e serviç
os industriais
2
discretos e que lidam mais com a forma do
produto do que com o seu conteúdo físicoquí
mico. dar forma em uma peça e controlar as
variáveis físico-químicas de um processo
7 (8)
Trabalhadores da produção de bens e serviç
os industriais
2 contínuos (química, siderurgia, dentre outros)
9 Trabalhadores de manutenção e reparação 14 jardineiro, preparador de torno, reator (luz), torneiro, 2
10




12 aposentado, pensionista 12
13 outros 17 autônomo, comunicação social
ajustador ferramento, aprendiz, auxiliar (gráfico), chaveiro,
cortadeiro, empilhador, impressor, instalador (de som),
lapidário, manobrista, marceneiro, monitor, montador,
padeiro, prensista
3.5
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Modo vestir na vida
O que veste









Satisfação com a Vida
(motivo)
Leis, Atendimento
Público e Direitos para
Idosos que conhece ou
utiliza mais
Avaliação do Governo
em relação ao Idoso
Por que?
Principal Cuidador : 1o





















































Sexo masculino (1), feminino (2)
branco (1), pardo, moreno (2), preto (3), amarelo (4)
esquerda = auto-declaração,   direita = visto por entrevistador
Estado/País de Nascimento ex. SP, RJ, Japão
No. de Irmãos, Filhos, Netos número dos nascidos
Ascendência Paterna/Materna
brasileira (1), portuguesa (2), italiana (3), espanhola (4), africana (5), indígena (6), japonesa
(7), outra (8)
Estado Civil
(todos) idade exata quando ocorreu ou terminou
Falecimento na Família pai (1), mãe (2), irmãos (3), filhos (4), netos (5), avôs (6), outros familiares (7)
Mudança
No. de Mudança número concreto (não no. de residência)
Sozinho número de vezes de mudança que fez sozinho
Acompanhado número de vezes de mudança que fez acompanhado
Número de Cidades/Locais número de cidades em que morou
Zona onde morou a maior parte do período, se morou na zona rural (1), urbana (2), ambas (3)
Moradia e Co-Residência (a maior parte do período)
Moradia (propriedade) própria (1), alugada (2), cedida (3), mora com parente (4), favela (5), cortiço (6)
Co-Residência
sozinho (1), acompanhado por parentes (2), acompanhado por não parentes (3),
acompanhado por parentes e não parentes (4)
Educação
Escolaridade
nada, pré-escola (1), fundamental incompleto (2), fundamental completo (3), médio
incompleto (4), médio completo (5), superior incompleto (6), superior completo (7), pos-
graduação (8), profissionalizante (9), extensão (10)
Públco/Privado a maior parte do período, se na escola pública (1), privada (2), ambas (3)
Prof issão (a maior parte do período)
forças armadas, policiais, bombeiros militares (1)
membros superiores do poder público, dirigentes de organizações de interesse público e de
empresas, gerentes (2)
profissionais das ciências e das artes (3)
técnicos de nível médio (4)
trabalhadores de serviços administrativos (5)
trabalhadores dos serviços, vendedores do comércio em lojas e mercados, empregada dem
éstica (6)
trabalhadores agropecuários, florestais, da caça e pesca (7)
trabalhadores da produção de bens e serviços industriais (8)
trabalhadores de manutenção e reparação (9)
desempregado (10)
estudante, aposentado, lar (11)
Formal/Informal c/carteira (1), s/carteira (2)
Cor
Profissão : escrever a profissão
exata no quadro direito (baseada
na CBO do Mnistério do Trabalho
e Emprego)
* no caso de "outros", colocar sempre o número seguinte da última categoria : ex. Escolaridade/ outros = (10)
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Partic ipação Social (a maior parte do período)
Relação mais íntima
família e parentes que mora junto ou perto (1), família e parentes que não mora junto ou
perto (2), vizinhos, comunidade local (3), outros amigos (4)
Participação Social (comunitário,
voluntário, esportivo, etc.)
nada (1), muito pouco (2), um pouco (3), regularmente (4), muito (5)
Religião
católica (1), evangélica (2), espírita (3), umbanda, cadomblé (4), budista (5), acredita em
Deus, mas não tem religião (6), ateu (7)
Situação Econômica (a maior parte do período)
Renda Individual número aproximado de salário mínimo :  0 (1), 〜1/2 (2), 〜1 (3), 〜3 (4), 〜5 (5), mais (6)
Fonte Principal da Renda Ind. trabalho (1), benefício do governo (2), benefício do não governo (3)
Renda Familiar  〜1 (1), 〜3 (2), 〜5 (3), 〜10 (4), mais (5)
Renda Principal da Família
pai (1), mãe (2), entrevistado (3), cônjuge (4), filhos (5), netos (6), outro parente (7), outro
não parente (8)
Saúde (a maior parte do período)
Condição
boa (1), frágil, doença crônica, dificuldade (2), doença grave e não crônica (3), acidente de
trânsito, trabalho, queda (4)
Atividade Física (qualquer) nada (1), muito pouco (2), um pouco (3), regularmente (4), muito (5)
Proteção Social
serviço público, SUS, postos de saúde (1), convênio de empresa ou sindicato (2), plano de
saúde particular (3), pagamento particular (4), automedicação, medicina caseira (5)
Rede de Cuidado
ninguém, auto-cuidado (1), cuidado por quem mora junto (2), cuidado por quem não mora
junto (3), cuidado por professionais (4)
Vestuário e Aparência
Modo vestir na vida nada (1), pouco (2), mais ou menos (3), importante (4), muito importante (5)
O que veste conta o que vc é Sim (1), Não (2) :  (1 palavra)
Influência modo de vestir
entrevistado (1), parentes, amigos (2), propaganda, lojas, mercado (3), ícones públicos,
cantor, ator (4), misto (5)
Investimento na Aparência
vestuário em geral (1), corpo, academia, plástica (2), maquiagem, cremes (3), misto (4), nã
o, nada (5)
Percepção : 1palavra (a maior parte do período)
de Idoso positivo (1), negativo (2), neutro (3)
Auto-Percapção positivo (1), negativo (2), neutro (3)
Planos/Sonhos para o futuro tem (1), não tem (2), não sei (3)
Satisfação com a Vida (motivo) positivo (1), negativo (2), neutro (3)
Governo e Idoso (a maior parte do período)
Leis, Atendimento Público e
Direitos para Idosos que conhece
ou utiliza mais
Estatuto do Idoso (1), aposentadoria e pensão (2), gratuidade e subsídio de transporte pú
blico, ingresso e etc. (3), área de saúde, SUS (4), área de assistência social, SUAS (5),
nada (6)
Avaliação do Governo em relação
ao Idoso
ótimo, bom (1), regular (2), ruim, péssimo (3), não sei (4)
Por que? cuida bem dos idosos (1), não cuida suficiente (2), faz nada (3), não sei (4)
Principal Cuidador (até 2
respostas: primeiro, segundo)
governo (1), família (2), comunidade local (3), amigos (4), empresas e sindicato (5), religião
(6), ONG, organização civil (7), grupo étnico (8), desconhecidos (9), próprio idoso/ninguém
(10)
Evento (mais significativo)
Marcante positivo (1), negativo (2), neutro (3)
Por que? afetou muito a vida desses dias (1), afetou muito a vida posterior (2)
